
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月１０日(日) 卒業式！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田浦中学校教育目標 

と にあふれる学校
「異端
い た ん

を攻
お さ

むるは、斯
こ

れ害
が い

あるのみ。」 (孔子 )  

他者の異なる考えを攻撃することが、自分自身をも害することになると 
いうことから、自分自身を守りながら、他者との異なる意見や考えを尊
重し、対話を大切にする姿勢を持つべきである、の意。 

知行合一 
校訓  

田浦中学校だより No .１１  
文責  古田  利也  

令和 ６年 ３月 １３日発行  

自主 誠実 躍進 

本年度も残り１ヶ月を切りました… 
       

行く    逃げる        去る 

 
 
数日で中学校を巣立っていく３年生を対象に、社会に出ても通用するような

礼儀作法について、実演を含めた講話をいただきました。  
花柳様は「日本の美しい心・舞・ことば」を伝え、観る者を 

感動へ誘う舞踊家として国内外にて活躍されておられる方 
で、３月１日（金）に予定されていた赤松館リニューアルの催 
しに出演するため来熊されておられました。本校にも催しへ 
のご案内がありましたが出席できなかったため、せっかくの 
機会でもあり、卒業を目前に控えた３年生だけでもと思い 
今回の企画をお願いしたところ快くお引き受けいただきました。 

 

２月２９日（木）花柳琴臣様による礼儀作法実施しました！ 
 

令和６年２月１０日(土) ２年生２６名は学校 
屋上から大きな声での決意表明を終え、御立 
岬までの往復ウォーキングの後、学校で昼食 
（保護者による手作りカレー等）をいただき、 
タイムカプセルを埋蔵しました。 
３年生に向けて志を新たに、気の引き締まる 
一日となったのではないでしょうか!! 

立志式 

 

 平成２７年４月１日 卒業生の義務教育がスタートした日です。自身より大きな 
ランドセルを背負い、登校班で毎日学校まで歩いて登校した日々が懐かしく思い
出されます。あれから９年、長かったようで短かったアッという間の９年間だったの
ではないでしょうか。 
そして今、心身共に成長した子供たちは、義務教育を終え未来へ羽ばたこうと

しています。 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                 
旅立ちの日を迎えた３３名が、田浦中学校の７７年という長い歴史の継承者と

して、また栄えある田浦中学校の卒業生として、一人一人が自分の道に誇りを持
ち、充実した人生を歩んでくれることを望みます。 
“  君たちの活躍を心から期待しています。”  

義務教育９年間からの卒業 いよいよ自立の時！ 
 

 

 

 

 

 
 
水俣ダイビングサービス 
「SEA HORSE（シーホース）」の
森下 誠 様に「水俣の海の現状
とこれからの水俣再生」につい
てお話しいただきました。  
森下様は、将来、子供たちが誇
れる水俣に再生していきたいと
述べられていました。 

２月２６日（月） 

環境講話  生徒会と学校運営協議会で話し 
合い、３年生の卒業記念グラウン
ドゴルフ大会を実施しました。道
具の準備やルールの説明など地
域の老人会の方々にご協力いた
だき、短い時間でしたがとてもい
い交流と思い出作りができたと
思います。 

実演を交えての「ごあいさつ」の仕方  

生徒の興味・関心に合わせた講話  

花柳琴臣氏  

３月７日（木） 

卒業記念 GG  

選手宣誓をする椎屋君と鬼塚さん  

松下幸之助 著 「道をひらく」 
「自分には自分に与えられた道がある。天与の尊い道がある。どんな道かは知
らないが、ほかの人には歩めない。自分だけしか歩めない、二度と歩めぬかけ
がえのないこの道。広い時もある。せまい時もある。のぼりもあればくだりもあ
る。坦々とした時もあれば、かきわけかきわけ汗する時もある。」 
あきらめろと言うのではない。いま立っているこの道、いま歩んでいるこの道、
ともかくもこの道を休まず歩むことである。自分だけしか歩めない大事な道で
はないか。自分だけに与えられているかけがえのないこの道ではないか。  


